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1. 研究の目的  

耐用年数を超過した開水路等の基幹的な農業水利施設では，施設の長寿命化を図るため表面被

覆工法が実施されている．被覆工の要求性能の一つである耐摩耗性能の品質規格値の妥当性を検

討するためには，現場で継続的なモニタリング調査を行う必要がある．現場で簡易に実施できる

摩耗計測手法としては，プレート法 1)，レーザ距離計を用いた手法（以下，レーザ法）2) ，型ど

りゲージを用いた方法 3)などが提案されているが，測定精度や適用できる条件，汎用性等それぞ

れ課題も残されており，被覆工の摩耗を簡易にモニタリングできる手法は確立されていない．本

報では，従来の手法に比較し安価な機材で簡易な計測が可能なデプスゲージを用いた摩耗計測手

法（以下，DG法）を紹介する．また，現場測定を行い，DG 法計測値とレーザ法の計測値を比較

し，DG 法の精度を検証した結果を報告する．    

2. 摩耗計測の考え方 

DG 法の摩耗測定の考え方を Fig.1 に示す．DG

法では Fig.1 に示す 2 つの標点の頂部を結ぶ基準

線から被覆面までの距離を測定する．施工直後の

平均距離を x0，t 年経過時の平均距離を xt とすれ

ば，両者の差を経年年数 t で割ることにより年平

均摩耗量 dxtが求まる． 

3. DG 法による測定手順 

DG 法に必要な器具は，①デプスゲージ（デ

ジタルで少数点第 2 位までかつ 20mm 以上計

れるもの），②穴あきステンレス板，③クイッ

クバークランプ，④再はく離両面テープ，④

電卓，などである（Fig.2）． 

DG 法では，クイックバークランプのレバー

先端に穴あきステンレス板を両面テープ等で

固定し穴あきステンレス板から標点や被覆面

までの距離を測る．測定手順は以下のとおり

である（Fig.3）．①デプスゲージのゼロ点調

整．②2 つの標点位置で標点までの距離をデプスゲージで測定（距離 A，距離 B）．③標点間の中

央付近約 50mm の範囲を概ね等間隔で 5 箇所距離を測定（距離 a，b，c，d，e）．④a～e の平均か

ら標点距離 A，B の平均を引き平均距離 L を算出する．  
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Fig.1 摩耗測定の概要 

Fig.2 計測に必要な器具 
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4. 現場での測定結果とレーザとの比較 

全国 9 地区の被覆水路において DG 法とレー

ザ法による摩耗量の測定を同時に行った．総デ

ータ数は約 540 個である．（デプスゲージ測定

値ーレーザ測定値）を⊿d（誤差） とし，⊿d の

分布を示すグラフを Fig.4 に示す．Fig.4 の横軸

は⊿d を表し，⊿d が正の値を取れば，DG 法の

計測値がレーザ法より大きく計測されたこと

を意味する．また縦軸はデータ区間に含まれる

データの個数を示す．Fig.4 から DG 法測定値は

平均的にレーザ法の測定値に対して0.16mm小さ

くなる系統誤差を有すると推定できる．また，Fig.4 から⊿d の分布はほぼ正規分布と考えた．⊿d

が正規分布に従うと仮定すれば，DG 測定を 3 回行った場合の摩耗面までの平均距離のレーザ測定

値に対する測定誤差は⊿d の標準偏差 0.18 mm を用いて，レーザ測定値±0.18/√3×2=測定値±0.2 

mm と推定できる．系統誤差-0.16mm を考慮すれば，今回のデータの範囲内では，DG 測定 3 回平

均値からレーザ測定値を推定する式(1)を得る． 

  レーザ法の平均距離の推定値＝0.16+DG 測定 3 回測定平均の値±0.2mm････････(1) 

DG 法の測定値がレーザ法の測定値より小さくなる系統誤差の原因としては， ①デプスゲージ

の先端部が被覆工表面の微細な凹部の奥まで先端が届かないため被覆面までの距離を過小に計測

した，②測定する際に基準線となるステンレス板にデプスゲージを強く押し付け過ぎ，基準線がた

わむことにより同じく距離を過小に計測した，などが考えられる.  

5. おわりに 

本研究では、デプスゲージを用いた簡易な計測を提案し，その精度等を検証した．その結果，系

統誤差は生じるものの測定を繰り返すことによりレーザ測定値に比較的近い値が得られることが

わかった．また，DG 法は，使用機材が少なく１人でも測定でき，摩耗面が濡れていても測定可能

であるなど，レーザ法に対し優位な点を有する，有効な摩耗モニタリング手法である.  
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Fig.3 デプスゲージでの測定方法 

Fig.4 DG 法とレーザ法との差の分布 
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